




































平成 23 年 4 月から全面実施された小学校新学習指導要領において，国語科では「伝統的な




























































 〔昭和 22 年　学習指導要領　国語科編 [ 試案 ] について〕（pp.23~24）
また，昭和 33 年から平成 10 年までの学習指導要領の「伝統と文化」や「伝統的な言語文化」
について，牛山は以下のようにまとめている。
　教材については，第 3 期・昭和 33 年版と第 4 期・昭和 43 年版で「説話」が，平成 10
年版では言語活動例として「昔話」が取り上げられている。また，指導計画作成については，




いうように，「伝統」の文言が加えられている。第 5 期・昭和 52 年版にはそういった記































重要である。 〔平成 20 年中央教育審議会答申〕




















〔第 1 学年及び第 2 学年〕
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕




〔第 3 学年及び第 4 学年〕
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕






〔第 5 学年及び第 6 学年〕
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕































































































伝統的な言語文化 光村図書 教育出版 三省堂 東京書籍 学校図書
物語 9 4 3 2 3
俳句 19 10 8 17 5
短歌 14 11 10 13 7
詩 3 6 6 1 1
古典作品 3 3 2 4 2
漢詩 0 2 0 1 1
論語 3 2 5 8 0
ことわざ 14 6 0 16 13
慣用句 20 16 0 15 17
故事成語 0 8 9 9 6
文語調の文章 1 2 0 0 1
狂言 1 0 1 0 0
落語 1 1 1 0 0
いろはにほへと 1 0 0 0 0
太字のジャンル数 7 4 4 4 0
この表を見ると，まず光村図書が多くの教材を掲載していることが分かる。とくに物語につ








































教科書で取り扱われている教材 光村 教出 三省 東京 学図
物語
いなばの白うさぎ ○ ○ ○ △
かさこじぞう ○ ○ ○ ○
俳句
芭蕉 古池や　蛙飛びこむ　水の音 ○ ○ ○
蕪村 菜の花や　月は東に　日は西に ○ ○ ○ ○
一茶 雪とけて　村いっぱいの　子どもかな ○ ○ ○ ○






















竹取物語 ○ ○ ○
枕草子「春はあけぼの」 春・秋 ○ 春 春 ○
平家物語 ○ ○ ○
論語





さるも木から落ちる ○ ○ ○
急がば回れ ○ ○ ○
慣用句
うり二つ ○ ○ ○
馬が合う ○ ○ ○
故事成語
五十歩百歩 ○ ○ ○ ○
漁夫の利 ○ ○ ○
蛇足 ○ ○ ○




































































＜『日本語一・二年』掲載数＞　物語 1，俳句 10，短歌 11，詩 3，漢詩 5，論語 4
＜一年生＞　物語 1，俳句 5，短歌 5，詩 2，漢詩 2，論語 2
詩 『風景』山村暮鳥 教 6
俳句 一茶：瘦せ蛙　負けるな一茶　これにあり 光 3，三 3
　　　雪とけて　村一ぱいの　子どもかな 光 3，教 3，三 3，
東 3
　　　雀の子　そこのけそこのけ　お馬が通る 光 4













＜二年生＞　俳句 5，短歌 6，詩 1，漢詩 3，論語 2
俳句 蕪村：菜の花や　月は東に　日は西に 光 3，教 3，三 3，東 3
　　　夏河を　越すうれしさよ　手に草履 光 4，学 3
漢詩 『春暁』孟浩然 教 5，東 6
論語 ・子曰く，過ちて改めざる，是を過ちと謂う。 光 5
俳句 子規：赤蜻蛉　筑波に雲も　なかりけり 東 3





＜『日本語三・四年』掲載数＞　俳句 10，短歌 100，詩 5，古典作品 1，漢詩 10，論語 6，慣用句 4
＜三年生＞　俳句 5，短歌 100，詩 3，漢詩 5，論語 3
＜四年生＞　俳句 5，詩 2，古典作品 1，漢詩 5，論語 3，慣用句 4
俳句 蕪村：春の海　終日のたり　のたりかな 光 3
古文 「春はあけぼの」清少納言（『枕草子』一段） 光 5，教 6，三 6，東 5，学 5
慣用句 馬が合う 光 4，教 3，東 3







＜五年生＞　俳句 7，短歌 8，詩 4，古典作品 2，漢詩 5，論語 4
古文 「祇園精舎」（『平家物語』冒頭） 光 5，教 5，東 5
俳句 芭蕉：五月雨を　集めて早し　最上川 三 3




古文 「つれづれなるままに」兼好法師（『徒然草』序段） 三 6，東 5
詩 『山のあなた』カアル・ブッセ　上田敏・訳 三 5，東 5
＜六年生＞　俳句 8，短歌 8，詩 4，古典作品 3，漢詩 5，論語 4，狂言 1
俳句 芭蕉：山路来て　何やらゆかし　すみれ草 東 3
　　　閑かさや　岩にしみ入る　蝉の声 光 3，東 5













































































































（２）第 3 学年及び第 4 学年の学習活動







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・ 野口芳宏（2012）「合文脈音読の反復と向上を第一に」『言語技術教育第 21 号　新教材・伝統的な言
語文化をどう授業化するか』明治図書
＜教科書・学習指導要領等＞
・ 平成 23 年（2011）版文部科学省小学校国語科検定教科書 1 年～ 6 年（光村図書，教育出版，三省堂，
東京書籍，学校図書）
・ 世田谷区教育委員会（2007）『教科「日本語」』『一・二年』，『三・四年』，『五・六年』
・ 世田谷区教育委員会（2012）『平成 24 年度版事業概要　教育のあらまし「せたがや」』
・ 文部科学省（2008）『小学校学習指導要領解説　国語編』東洋館出版社










（答申）」平成 15 年 3 月 20 日 中央教育審議会 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/
chukyo0/toushin/030301.htm
・ 文部科学省（2008）「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善






物語 9，俳句 19，短歌 14，詩 3，古典作品 3，漢詩 0，論語 3，ことわざ 14，慣用句 20，故事成語 0，

































































































































































































































































































＜日本語一・二年＞　物語 1，俳句 10，短歌 11，詩 3，漢詩 5，論語 4




































＜日本語三・四年＞　俳句 10，短歌 100，詩 5，漢詩 10，論語 6，慣用句 4




































＜日本語五・六年＞　俳句 15，短歌 16，詩 8，古典作品 5，漢詩 10，論語 9，狂言 1


































＜六年＞　俳句 8，短歌 8，詩 4，古典作品 3，漢詩 5，論語 4，狂言 1
詩 『早春賦』吉丸一昌，『山なみとほに』三好達治，
『小諸なる古城のほとり』島崎藤村
短歌 柿本人麻呂：もののふの　八十宇治川の　網代木に　いさよふ波の　行方知らずも
　　　　　　磯城島の　大和の国は　言霊の　助くる国ぞ　ま幸くこそあれ
山部赤人：若の浦に　潮満ち来れば　潟をなみ　葦辺をさして　鶴鳴き渡る
　　　　　み吉野の　象山のまの　木末には　ここだも騒ぐ　鳥の声かも
漢詩 『楓橋夜泊』張継，『晁卿衡を哭す』李白
狂言 『附子』（あらすじ）
俳句 松尾芭蕉：山路来て　何やらゆかし　すみれ草
　　　　　ほろほろと　山吹散るか　滝の音
　　　　　蛸壺や　はかなき夢を　夏の月
　　　　　閑かさや　岩にしみ入る　蝉の声
短歌 天智天皇：わたつみの　豊旗雲に　入り日さし　今夜の月夜　さやけかりこそ
遣唐使の母：旅人の　宿りせむ野に　霜降らば　我が子羽ぐくめ　天の鶴群
西行：心なき　身にもあはれは　知られけり　鴫立つ沢の　秋の夕暮
会津八一：すゐえん　の　あま　つ　をとめ　が　ころもで　の　
　　　　　ひま　にも　すめる　あき　の　そら　かな
漢詩 『春望』杜甫
古文 「行く河の流れ」鴨長明（『方丈記』冒頭）
俳句 松尾芭蕉：荒海や　佐渡に横たふ　天の河
　　　　　秋深き　隣は何を　する人ぞ
　　　　　この道や　行く人なしに　秋の暮れ
　　　　　病む雁の　夜さむに落ちて　旅寝かな
論語 ・子曰く，由，女に之を知るを誨えん乎。之を知るを之を知ると為し，知らざるを知らずと為す。是
知る也。
・子曰く，之を知る者は，之を好む者に如かず。之を好む者は，之を楽しむ者に如かず。
漢詩 『桂林荘雑詠，諸生に示す』広瀬淡窓，『春暮』良寛
論語 ・子曰く，君子は人の美を成して，人の悪を成さず。小人は是に反す。
・子貢問いて曰く，一言にして以て終身之を行う可き者有り乎と。子曰く，其れ恕乎。己の欲せざる
所は，人に施すこと勿かれと。
古文 「おくのほそ道」松尾芭蕉（『おくのほそ道』冒頭）
詩 『生徒諸君に寄せる』宮沢賢治
